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第35回三豊市子ども・子育て会議 会議録（要点） 

 

日時 令和 6 年 8 月 1 日（木）10 時 00 分～11 時 20 分 

場所 三豊市役所 危機管理センター301・302 会議室 

出席者 【委員】15 名中 13 名 

元井委員（会長）、前田委員（副会長）、金山委員、松岡委員、藤田委員、 

青井委員、米田委員、田井委員、柴坂委員、喜田委員、宮﨑委員、藤田委員、

行燈委員（敬称略、順不同） 

【事務局】 

健康福祉部：田中部長 

子育て支援課：千代課長、藤川課長補佐、冨田課長補佐、細川副主任 

保育幼稚園課：橋村課長、森課長補佐、冨田副主任 

教育総務課：森課長 

学校教育課：内田課長 

リージョナルデザイン株式会社 

会議次第 1.あいさつ 

2.議題 

(1)アンケート調査票（案）について 

(2）「みとよすくすく子育てサポートプランⅡ」進捗状況について 

3.その他 

開催形態 公開（傍聴者：0 名） 

会  議  概  要 
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○会長あいさつ 

 

○議事 

 

議題 1 

アンケート調査票（案）について 

 

〇アンケート調査の概要について 

・調査目的、実施方法、実施時期、対象者対象者について説明 

 

〇アンケート調査票（案）の内容について 

・（調査票 AB）前回調査からの変更点や独自設問について説明 

・（調査票 C）国の調査票をもとに独自設問について説明 

 

〇アンケート調査票（案）に対する事前質問と修正内容について 

・添付資料のとおり修正する 

 

 今の説明についてのご質問、ご意見等があればお願いしたい。 

 

調査票 A の問 48、調査票 B の問 33 について、仁尾町の図書館が抜けてい

ないか。 
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事務局 

 

F 委員 

 

 

ご指摘のとおり、抜けていたため修正する。 

 

三野町の図書館も抜けていないか。 

 

みとよこども図書館が三野町の図書館だが、分かりにくいため選択肢の後

に（三野町）を追加する。 

 

調査票 C について、回答率の見込みは。 

  

 40％を想定している。 

 

 三野町について、幼稚園が 3 施設と保育所が 1 施設あるが、幼稚園を 

選ぶ利用者が、予想よりも少なかった。幼稚園の利用が少ない一番の要因は、 

やはり預かり時間が短いことではないか。自身も小規模保育園を運営してい 

ることから、幼稚園を選ばず保育所を希望する具体的な理由が知りたい。 

また、今後幼稚園の利用者を増やすためにも、今回の調査結果をもって 

具体的な改変やこども園がない地区においてこども園化をすすめてほしい。 

 

幼稚園・保育所の配置については本市の就学前教育・保育総合計画（平成

31 年度～令和 10 年度）に基づき検討・実施している。上半期 5 年間におい

ては山本町、財田町、仁尾町においてこども園化をすすめてきた。現在は詫

間町において、松崎地区に新しいこども園の設置と、それにともなう他の幼

稚園の統合等をすすめている。こどもの数が当初の予測よりも減少傾向にあ

り、特に幼稚園については定員よりも利用者が少ないことから、三野町・高

瀬町においても、次期計画の中で、今後の方向性について見直し・検討を行

っていく。一方で、新規事業については予算が必要であり、また、こども園

化にあたっても一定の広さが必要であるが、新たに用地を構えるのではな

く、既存の施設や用地を活用できるよう、今後も庁内で組織的に推進してい

きたい。 

 

議題 2 

「みとよすくすく子育てサポートプランⅡ」進捗状況について 

  

〇「みとよ すくすく子育てサポートプランⅡ」の概要説明 

計画で掲げている 6 つの基本目標とそれに対する基本施策について数値 

目標や評価指標を年度ごとに検証を行っている。令和 2 年度から令和 5 年度 

までの進捗状況と令和 7 年度からの今後の方向性について報告を行う。 

（目標別基本施策の実施状況に対する評価と今後の方向性） 

 

今の説明についてのご質問、ご意見等があればお願いしたい。 

 

 評価は第三者評価か自己評価か。 

 

 担当部署の自己評価となっている。 

 

基本施策５－２子どもの健全育成の推進（３）地域の人材育成の推進のジ

ュニアリーダーの育成について誰がこどもたちに指導を行っているのか。 
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担当課の生涯学習課に確認し、次回会議で回答する。 

 

 自身もジュニアリーダーとして活動していたことがあり、現在もシニアリ

ーダーとして活動している。こどもの数が減っていることや、こどもや親の

予定や都合で参加できないなど、なかなかこども会活動にこどもが集まらな

い。また、室内遊びを求める保護者が増えているため、野外活動が受け入れ

られない。市子連で実施していると思うが、野外活動や、家庭ではできない

体験活動などがもう少しできないか。 

また、昔ジュニアリーダーだった人にシニアリーダーとして参加するよう

声をかけるなどすれば、世代交流もできるのではないか。 

 

誰が指導するかどこが実施するかではなく、まずは地域で、できる人間が

できることを実施することが大切ではないかと思う。また、町別で考えるの

ではなく、これからは中学校の部活動が統合されるように、こども会活動も

三豊市全域で考えたほうがいいのではないか。自身も三野町で同じような活

動を行っているため、ぜひ一緒に活動ができればと思う。 

 

 質問ではないが、現状として報告する。 

基本施策１－１次世代の親の育成（３）乳幼児とふれあう機会の充実、基本

施策３－３食育の推進（１）食育の推進について、コロナ禍においては活動

ができない時期もあったが、幼稚園・保育所において、今年度は中学生の職

場体験が予定されていたり、地域との交流の中で農業体験を実施するなど体

験活動は活発化されているので、今後は改善されていく見込みである。 

 

 コロナ前・コロナ後では変わっているが、コロナはなくなっていないため、 

アフターコロナを前提とした計画の策定や評価を進めてほしい。 

 また、こどもの数は大幅に減少しているのか。 

 

 資料２の教育・保育に係る需要と供給の状況からも分かるように、全体と

しては減少している。 

 また、出生数についても、乳児家庭全戸訪問事業の数値からも分かるよう

に、見込みに比べて減少している。 

 

 子ども・子育て支援法ができた 10 年前は待機児童が問題となっていたが、

現在は全く違う状況である。行政施策についても、今後すぐに量を増やすこ

とは難しいため、長期的な視点で施策を展開することが基本的な考え方とな

る。また、今後は違う文化や背景をもったこどもが増えることが予想され、

幼児教育の現場で最初に対応が必要になることから、今後の対象として検討

いただきたい。 

 

議題としては以上となる。その他として事務局からあるか。 

 

〇次回の日程について 

 第 36 回会議は、10 月 22 日（火）10：00 から開催する。 

 

〇「みとよすくすく子育てサポートプランⅡ」進捗状況について 

 内容に疑義があれば、随時事務局まで連絡をお願いする。 
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会長 

 

 

 質問に対する回答は、次回会議で回答する。 

 

それでは、これで本日の議事は終了としたい。 

 

○部長挨拶 

 

○閉会 

 

 


